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まえがき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　黒澤　満

本書の目的は、国際共生の観点から広義の安全保障に関わる諸
問題を検討することである。国際共生については、本書のシリー
ズにおいてすでに一応の定義を提示している１。すなわち「国際
共生とは、国際社会における行動主体の間において、お互いに積
極的に努力し協力し、両者にとってプラスに働く状況を作り出す
ことであり、国際社会全体をより平和で公正なものにすることを
目指すものである。また国際共生は、個々の主体間だけでなく、
国際社会全体の利益を促進するという意味で地球的問題群にも関
わってくる。」
このような国際共生の状況がさまざまな領域で発展しつつあり、

より平和で公正な国際社会へ向けての動きが見られるが、このこ
とは「安全保障」概念の拡大と深く関係しており、新たな広義の
安全保障の領域で「国際共生」が追求され、実現されている新た
な現象が生じつつある。
「安全保障」の概念の歴史的な発展を考察すれば、当初の基本
的な概念は国家の安全保障（national security）であり、また軍事的
安全保障（military security）であり、外部からの攻撃やその威嚇か
ら自国をいかに守るかというものであった。それに対して自国の
軍備を増強し、あるいは複数国が軍事同盟を結ぶことにより対応
するものであった。国際連盟および国連の成立により、国際安全
保障（international security）、すなわち国家間の安全保障という概念
が導入され、そこでは国際社会全体として対応する集団的安全保
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障（collective security）の概念も発展してきた。しかしこれらの内容
はあくまでも国家を中心とする軍事的な安全保障であった。
安全保障の概念は徐々に拡大の方向に進み、縦軸としては、誰

の安全保障かという主体の拡大があり、横軸としては、何に関す
る安全保障かという対象の拡大が見られた。主体に関しては、国
家から国際社会の安全保障概念への拡大とともに、一方において
地球規模の問題に対処するために地球の安全保障（global security）
の概念が発達し、他方において個人の問題に対処するために人間
の安全保障（human security）の概念が発達していった。
安全保障の対象については、国家の軍事的安全保障から、軍事

以外の対象に広く拡大する傾向が見られた。さまざまな安全保障
が主張されてきており、たとえば、エネルギー安全保障、経済安
全保障、食糧安全保障、健康安全保障、水の安全保障などが議論
されている。
遠藤乾は、最近の著書『安全保障とは何か』において、「安全

保障の中心に人間を定位し、その視点から、誰のための安全なの
かを問い直す潮流が興隆しており、その論理的な帰結として、安
全保障上の『脅威』が狭義の軍事的な性格を超えて多様化し、扱
う政策セクターが拡張していることである２」と説明している。
また日本平和学会刊行の『「安全保障」を問い直す』において、

編者は、「平和学は独自の平和概念に基づき、個々の人間の生命
と生活の安全を直接的・構造的暴力から守ることを安全保障の問
題としてきた。そして国家だけでなく、非国家主体にも安全保障
の提供者としての役割を認めてきた３」と述べている。
さらに神余・星野らによる論文集『安全保障論』では、各部の

タイトルは、伝統的安全保障のほかに、人間の安全保障・平和構
築、人権と安全保障、新しい安全保障とされ、さまざまな安全保
障の論点が議論されている４。
このように日本においても広義の安全保障の問題が、特に最近
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広く議論されている状況において、本書は、広義の安全保障の問
題を「国際共生」の観点から分析するものである。

注
１　黒澤満編著『国際関係入門：共生の観点から』東信堂、2011年、iv-v
頁、および黒澤満編著『国際共生とは何か：平和で公正な世界へ』東信堂、
2014年、i-vii頁参照。

２　遠藤乾「安全保障論の転回」遠藤誠治・遠藤乾編集代表『安全保障とは
何か』岩波書店、2014年、50頁。

３　黒崎輝・佐藤史郎「平和のための安全保障を求めて」日本平和学会編
『「安全保障」を問い直す』平和研究第 43号、早稲田大学出版部、2014年
10月、ix頁。

４　神余隆博・星野俊也・戸崎洋史・佐渡紀子編『安全保障論：平和で公正
な国際社会の構築に向けて』信山社、2015年。
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